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“たのしく” “やさしく” “輝きたい” をモットーに！
山武市ボランティア連絡協議会総会･お茶べり全体会 開催！

地域だより　松尾地域・蓮沼地域・成東地域
福祉作業所だより
こころ・きらきら　ゴールドクラブ便り
赤十字奉仕団からのお知らせ
インフォメーション

　ボランティアの有志で結成された山武市ボランティア連絡協議会の第１１回総会が５月２２日に
開催されました。慎重審議の後は、各テーブルに分かれて「お茶べり会」で自己紹介やボランティ
ア活動について語り合い、災害が起きたときに簡単にできる非常食作りも体験しました。なんとお
菓子からポテトサラダができちゃいました。また、熊本県出身の会員の声掛けで募金活動を行い、
大勢の方が協力してくれました。いつでもボランティアなかま募集中です。ご連絡ください。

山武市社会福祉協議会 KIZUNA



１．第２次地域福祉活動計画の推進
　●地域福祉活動計画の推進
　・地域福祉活動計画推進委員会の開催 2回
　・住民福祉座談会の開催 1か所 2回
　・さんむまちづくり出前講座への参加 1回
２．広報・啓発活動の強化
　●広報・啓発活動の実施
　・広報誌の発行　 4回
　・ホームページの運営
　・社会福祉大会の開催
　・健康福祉まつりの実施
　・さんむ市民活動フェスタへの参画
３．地域福祉の推進 
　●地域福祉活動の推進
　・地区社協活動の支援 14地区
　・ふれあいきいきサロンの支援
　　35サロン設置
　・地域みまもりサービス事業
　　28回実施（延べ利用者数233名）
　・家族ふれあい事業 １回
　・マイクロバスの貸出 94回
　・物品の貸出 113件
　●ボランティア・市民活動の推進
　・ボランティア登録者
　　94グループ1,328名 個人166名
　　災害支援等44名 合計1,538名
　・ボランティア・市民活動講座の
　　開催（11講座実施）
　・おもちゃ図書館事業の実施
　　（3か所 開館日数29日 延べ利用
　　者数425名 ボランティア22名）
　●福祉教育の推進
　・福祉教育活動費助成事業 10校
　　助成額300,000円
　・福祉体験学習への協力
　　（8校 延べ日数14日）
　・成東地区福祉教育推進連絡会の支援
４．在宅福祉の推進
　●住民参加型在宅福祉サービス事業の推進
　・福祉輸送サービス事業
　　利用会員169名 協力会員36名　
　　延べ活動回数3,085回

　・住民参加型在宅福祉（家事援助）
　　サービス事業
　　利用会員 76名 協力会員31名
　　延べ活動回数597回
　●介護保険・障害者総合支援事業の推進
　・訪問介護員派遣事業（介護保険制度）
　　延べ件数2,325件
　・地域生活支援事業（移動支援）　
　　延件数194件
５．総合的な相談、援助活動の推進 
　●心配ごと相談事業の推進
　・一般相談
　　（開設日数57日 相談件数33件）
　・弁護士相談
　　（開設日数45日 相談件数276件）
　●各種資金の貸付等
　・福祉資金貸付（緊急援護費38件）
　・生活福祉資金貸付
　　（県社協福祉資金10件）
　●福祉サービス利用援助事業の推進
　・さんむ成年後見支援センター
　　契約者総数 105名
　・相談・訪問調査等 延べ回数 222回
　●日常生活支援事業の推進
　・有料配食サービス事業
　　利用者数51名 延べ配食回数2,540回
　・福祉カー貸付事業 1,007回
　・福祉用具等貸出事業 176件
　・介護者リフレッシュ事業 3回
　　延べ参加人数14名
　・みんなの介護スクール 3回
　　延べ参加人数40名
　・おとこの料理教室 32回
　　延べ参加人数397名
　●災害当事者への見舞金の交付
　・交通遺児援護基金による激励金  1件　　　　　　
　・災害見舞 火災1件（日赤物資提供）
　●生活支援活動への取り組み
　・生活困窮者自立相談支援事業　
　　新規相談件数　244件
　　相談延件数　1,660件
　・さんむ成年後見支援センターの設置

（Ｈ27.10.1）
　・市民後見人養成講座 フォローアップ

研修 １回
　・市民後見人養成講座
　　講座５回　地域実習 ２回
６．災害時における支援体制の整備
　●災害対策と災害当事者への支援

事業の実施
　・災害時協力ボランティアの登録
　・災害支援ボランティア講座 １回
　・東日本大震災復興応援イベント １回
　・東日本大震災被災者・避難者支援

事業「森のじかん」への参画
７．指定管理者制度施設の経営
　●福祉作業所の経営（３か所）
　　契約者数43名
　●簡易マザーズホームの経営
　　契約者数38名
　●山武福祉センターの経営
　　施設利用実績　2,282名
　●成東老人福祉センターの経営
　　施設利用実績　6,590名
８．社協の基盤強化
　●苦情解決相談の受付
　●会員募集の実施
　●共同募金運動・日本赤十字社社資

募集運動への協力
　●関係団体支援事業及び連携強化
　・ボランティア連絡協議会の運営支援
　・身体障害者福祉会の運営支援
　・手をつなぐ親の会の運営支援
　・大富地区高齢者等の支援を考える

会の運営支援
　・赤十字奉仕団の運営支援
　・ゴールドクラブ連合会の運営支援
　●社協役職員研修の実施
　●その他
　・社会福祉現場実習生の受入れ
　・チャリティゴルフコンペの開催
　　参加者数109名
　・チャリティグラウンドゴルフ大会

の開催　参加者数231名
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平
成
27
年
度
資
金
収
支
決
算

就労支援事業収入 6,606,537

経常経費
補助金収入

105,234,651

繰越金収入
11,929,459

負担金収入 2,124,775

貸付事業収入 909,426
寄付金収入 1,094,124

会費収入 6,009,610

介護保険事業収入
6,612,259

事業収入
7,542,217

施設整備等寄付金収入
430,000

その他の収入
1,684,422

事業費支出  176,326,065
（人件費含む）

事務費支出
23,932,421

貸付事業支出 1,023,000

障害福祉サービス等事業収入
69,241,786 

受託金収入
23,113,724

その他の活動支出等
9,922,669

収 入
242,532,990

支 出
229,735,053

（単位：円） （単位：円）

共同募金配分金事業費 2,626,964

助成金支出 9,319,000
就労支援事業支出 6,584,934

　本協議会では、誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくりを目指し、事業計画
及び地域福祉活動計画に基づき事業を進めてきました。
　特に平成27年度は、新規に生活困窮者自立支援法による自立相談支援事業や成年後見事
業に取り組み、事業展開してきました。

●
概
要
●
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社会福祉協議会のマイクロバスで
お出かけしてみませんか？

　社会福祉協議会では、社会福祉団体や市が
実施する事業に対して２９人乗り（運転手１名を
含む）マイクロバスの貸出を行っています。福祉
施設やサロン活動でお出かけの際など、是非ご
利用ください。なお、貸出に際しましては、定めら
れた運用規程を遵守していただきます。

ご使用の流れ
①バスの予約
　　お電話などで空き状況をご確認ください。
②使用申請書の提出
　　ご使用日の７日前までに所定の申請書をご提出ください。申請書の様式は社協窓口にてご用意し
　　ている他、ホームページからもダウンロードしていただけます。
　　事務局が運転手を確保する都合上、提出期限は必ずお守りください。
③使用承認書の交付
　　使用が承認され次第、代表者の方へ使用承認書をお送りしますので、ご確認ください。
　　申請の受理から承認までお時間をいただく場合もございます。
④当日の費用負担
　　返却の際、ガソリンを必ず満タンにしてお返しください。
　　有料道路や有料の駐車場をご利用の際も、実費負担をお願いします。

ご使用の際の注意点
●運行区域は千葉県内とさせていただきます。
●原則として、８時３０分～１７時１５分の運行時間をお守
　りください。
●土日祝日のご使用は可能です。
●事前に行事保険、旅行傷害保険等にご加入ください。

　その他、ご不明な点などございましたら、下記までお問
合せください。
　ルールを守って楽しいお出かけの時間にしましょう！

総務施設管理係　ＴＥＬ：０４７５-８２-７１０２　ＦＡＸ：０４７５-８２-７３１８

車内でカラオケもできます!



　

４
月
に
発
生
し
た
九
州
地
方
の
震
災
か
ら
３
ヶ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

避
難
し
て
い
る
住
民
の
方
の
数
は
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
不
自
由
な

暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
も
道
半
ば
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

山
武
市
で
も
多
く
の
方
が
被
災
地
の
た
め
に
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
必
死
に
考
え
、
実
際
に
行
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
遠
く

離
れ
た
被
災
地
へ
直
接
足
を
運
ん
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
「
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
で
き
な
い
け
ど
、
何
か
力
に
な
り

た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
は
多
い
は
ず
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
そ
ん
な
皆
様

の
お
気
持
ち
に
応
え
る
べ
く
、
「
無
理
な
く
で
き
る
被
災
地
支
援
」
を
い
く
つ
か
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
支
援
物
資
を
送
る

　

す
で
に
送
ら
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
被
災
地
で
不

足
し
て
い
る
生
活
物
資
を
送
る
と
い
う
支
援
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
熊
本
県
で
は

現
在
、
周
辺
自
治
体
で
の
受
付
を
終
了
ま
た
は
中
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
む
や

み
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

物
資
を
送
る
際
は
、
送
り
先
と
直
接
連
絡
を
取
り
、
最
新
の
情
報
を
確
認
し
た
上

で
本
当
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
送
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
寄
付
を
す
る

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
も
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
多
く
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

通
常
の
寄
付
の
他
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手

続
き
が
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る

寄
付
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
参
考
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
名
産
品
を
買
う

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
名
産
品
を
買
う
こ

と
で
復
興
に
一
役
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
で
実
際
に
品
物
を
見
て
買
え
れ
ば
一
番
か
と

思
い
ま
す
が
、
お
店
ま
で
行
く
の
が
難
し
い
場
合
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
自

分
も
相
手
も
得
す
る
支
援
の
方
法
を
た
め
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

④
旅
行
に
行
く

　

被
災
地
と
一
言
で
言
っ
て
も
、
熊
本
地
震
で
は
熊
本
県

や
大
分
県
全
体
が
被
災
し
、観
光
が
で
き
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
が
全
く
無
か
っ
た
り
、
少
な

い
被
害
だ
っ
た
た
め
復
旧
が
早
か
っ
た
。
と
い
う
場
所
も

多
い
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
現
地
の
詳
し
い
情
報
を
集
め

て
観
光
に
で
か
け
て
み
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
ね
。

　
　⑤

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え
る

　

平
成
23
年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
、
昨
年
の
関
東・東
北

豪
雨
、4
月
の
熊
本
地
震
と
近
年
大
規
模
な
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。
い
つ
身
近
な

と
こ
ろ
で
災
害
が
起
こ
る
か
予
測
が
難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
私
た
ち
は
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
備
え
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
、
家
族
、

地
域
の
た
め
に
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑥
普
段
通
り
に
生
活
す
る

　

被
災
地
の
こ
と
を
案
じ
な
が
ら
も
、
自
分
の
生
活
で
手
一
杯
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
は
、
被
災
地
の
復
興
を
祈
り
、
身
近
な
問
題
と
と
ら

え
て
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
心
の
ど
こ
か
に
「
復
興
へ
の
思
い
」
を
抱
き
な
が
ら
普

段
通
り
に
生
活
す
る
だ
け
で
も
構
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
自
分
は
何
も
し
て
い
な

い
」
と
気
に
病
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
か
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
」
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
実
は
こ
れ

が
最
も
大
切
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で 

〜
無
理
な
く
で
き
る
被
災
地
支
援
〜



　山武市社会福祉協議会に勤務する職員を採用す
るため、試験を行います。
試験日時　平成28年10月2日（日）　午前10時
試験会場　山武市社会福祉協議会
採用予定人数　一般職（事務）１名
受験資格
・昭和61年４月２日以降に生まれた方
 ・学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した方

【平成29年3月までに卒業見込みの方を含む】
・社会福祉士の資格を有する方（資格取得見込者可）
＊詳しくは、職員採用試験募集要領をご覧ください。
募集要領及び申込書
社会福祉協議会事務局及び各連絡所窓口で配布して
います。ホームページからもダウンロードできます。
受付期間　平成28年８月１日㈪から26日㈮ ＊必着
問合せ・申込書の受付
〒289-1306 山武市白幡1627番地
社会福祉法人山武市社会福祉協議会
TEL 0475-82-7102
http://sammushakyo.sakura.ne.jp

平成28年度山武市社会福祉協議会
職員採用試験案内

　山武市社会福祉協議会では、高齢者（介護認定
者）の方や障害を持った方へ通院、お買い物等に出掛
ける際の移動手段として車両の運転、乗降介助などの

「福祉輸送サービス事業」を実施しています。
　現在、協力していただける会員さんを募集しておりま
す。（７３歳位までの方）また、福祉輸送サービス事業へ
ご協力いただける方は必ず福祉有償運送運転講習会

（実技含）を受講することが義務づけられております。
　ご興味ある方、会社を退職され時間にゆとりのある方
など、市民の皆さんのご協力をいただきたく受講申し込
みをお待ちしております。
日時　平成28年8月27日（土）、28日（日）
　　　両日とも9時30分～17時頃まで
場所　山武市成東老人センター（山武市白幡１６２７）
受 講 料　１，５００円程度（テキスト代）　
募集定員　２０名
申込・問合せ先
山武市社会福祉協議会 在宅福祉推進係
TEL０４７５‐８０－０３３０

福祉有償運送運転者講習会の
開催について

～協力会員として活動しませんか？～

2016年夏号5

参加者募集

　「終活」とは、人生の終わりに際しての準備活動を
略した用語です。自分の人生を振り返り自分の人生と
向き合い、これからの人生をよりよいものとするため
の「終活」についての講習会です。

　開催日　7月22日 （金）
　時　間　午前10時～12時
　場　所　成東文化会館のぎくプラザ（山武市殿台290-1）
　内　容   ・ 「終活」についての講習会
　　　　　 ・成年後見制度について　・相続と遺言
　　　　　 ・心のエンディングノートの書き方
　参加費　1,000円（資料代として当日いただきます）
　申込締切　7月20日（水） 
　　　　　　必ず電話でお申し込みください。

　介護をしている方、関心のある方、どなた
でもご参加ください。楽しくお喋りをして
ストレス解消をしましょう。また、介護への不
安や質問などお気軽にご相談ください。

　開催日　8月26日 （金）
　時　 間　午前10時30分～12時30分
　場　 所　山武市社会福祉協議会山武連絡所 
  （山武市埴谷1868-14 山武福祉センター内）
　参加費　500円
　　　　　（お弁当代として当日いただきます）
　申込締切　8月24日（水）
　　　　　　お弁当の注文上、必ず電話で
　　　　　　お申し込みください。

山武市社会福祉協議会山武連絡所　ＴＥＬ 0475-89-2111
ご希望の方は、当日の送迎をします。ご相談ください。

参
みんなの介護スクール 介護者リフレッシュ茶話会

～笑顔で「終活」を始めませんか～ ～楽しいひとときを過ごしませんか～

す）すすす）す）すすすす）） 　申込申申申込申込申込申込込込申申申申込込込込
　　　　 　　
　　　　

～みんなの介護スクール・介護者リフレッシュ茶話会　参加申込問合せ先～
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松
尾
の
四
つ
角
の
近
く
に
末
広
神
社
が
あ

る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
の
神
社
は
今
か

ら
１
４
３
年
前
、
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年

９
月
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
社
殿
に
納
め
ら

れ
て
い
る
棟
札
に
、
末
広
神
社
創
建
の
由
来

が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
棟
札
に

よ
れ
ば
、
御
真
体
は
太
田
道
灌
ゆ
か
り
の

「
末
広
」
（
扇
子
）
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

道
灌
様
の
お
祭
り
は
、
明
治
14
（
１
８
８

１
）
年
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月
よ
り
神
楽
保
存
会

の
方
々
の
お
囃
子
の
練
習
が
始
ま
り
、
そ
の

他
の
出
し
物
は
区
長
さ
ん
を
中
心
に
皆
さ
ん

で
計
画
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
１
３
５
年

の
時
の
流
れ
の
中
で
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
そ

れ
ま
で
は
２
日
間
を
か
け
て
行
っ
て
い
た
お

祭
り
が
１
日
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
手
作
り

の
子
ど
も
神
輿
も
、
少
子
化
の
影
響
で
担
ぎ

手
が
足
り
ず
、
山
車
の
引
き
手
も
足
り
ず
、

無
く
な
る
と
聞
き
、
と
て
も
残
念
で
す
。

　

し
か
し
、
道
灌
様
の
お
祭
り
は
健
在
。
今

年
は
７
月
23
日
㈯
で
す
。
昼
の
部
は
神
楽
保

存
会
の
お
囃
子
が
駅
か
ら
工
業
団
地
周
辺
を

通
り
ま
す
。
夜
の
部
は
19
時
頃
よ
り
、
神
楽

の
奉
納
、
ひ
ょ
っ
と
こ
の
踊
り
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
の
他
、
来
て
み
て
の
お
楽
し
み
も
あ

り
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
鬼
舞
い
を
し

な
が
ら
の
お
餅
と
ボ
ー
ル
投
げ
。
当
た
り
の

ナ
ン
バ
ー
の
入
っ
た
ボ
ー
ル
を
拾
う
と
、
素

敵
な
賞
品
が
も
ら
え
ま
す
。

　

太
田
道
灌
様
も
き
っ
と
皆
さ
ん
の
笑
顔
を

見
守
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
露
お
か
ぬ
草
も
あ
り
た
り
夕
立
の

　
　

空
よ
り
ひ
ろ
き
武
蔵
野
の
原

言
上
奉
り
た
れ
八
主
上
御
叡
感
之

　

あ
ま
り
末
広
に
武
蔵
野
八
高
茅
と

　
　

の
み
思
ひ
し
に
か
か
る
言
葉
の

　
　
　

花
も
咲
け
り
」

松
尾
町
の
歴
史
（
特
別
篇
）
よ
り

（
松
尾
地
域
広
報
委
員　

江
原　

芳
子
）

道　灌　様 松尾地域

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
、
さ
ん
ぶ
の
森
近
く
の
あ
ら
ら
ぎ

館
に
は
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
三
々
五
々
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
サ
ロ
ン
は
山
武
市
の
委
託
事
業
で
あ
る
山
武
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
つ
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
地
域
の
人
が
自
由
に
語
り
合
え

る
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
山
武
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
に
は

共
通
の
目
的
や
趣
味
を
持
つ
人
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
い
く
つ
か
存
在
し
ま
す
が
、
こ
の
サ
ロ
ン
の
発
起
人
で

あ
る
２
名
の
メ
ン
バ
ー
は
災
害
時
に
備
え
て
、
パ
ソ
コ
ン

で
の
情
報
発
信
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
徐
々
に
人
数
も
増
え
、
現
在
は
14
名

に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
情
報
交
換
を
し
た
り
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
地
域

活
動
を
す
る
等
、
ま

さ
に
中
高
年
の
鏡
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
サ

ロ
ン
と
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
。

「
パ
ソ
コ
ン
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
」
、
「
お

互
い
気
兼
ね
な
く
話

せ
る
」
、
「
生
活
の

一
部
」
、
「
他
で
は

得
難
い
仲
間
が
い

る
」
等
、
こ
こ
は
忙

し
さ
を
ひ
と
と
き
忘

れ
、
心
を
解
き
放
て

る
オ
ア
シ
ス
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ル

ー
ル
は
「
お
や
つ
を
持
っ
て
こ
な
い
こ
と
」
。
ご
覧
の
よ

う
に
、
毎
回
撮
っ
て
い
る
写
真
に
は
各
々
の
個
性
が
溢
れ

て
い
ま
す
。

（
成
東
地
域
広
報
委
員　

塩
野　

と
志
子
）

成東地域

田んぼアートについての連絡もありま
した

広島に贈る折り鶴を今年も作ります（写
真は昨年の様子です）
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蓮沼地域 花の香りを全身にうけて気分爽快
　

薄
曇
り
の
５
月
９
日
、
蓮
沼
岡
・
浜
地
区

社
協
で
は
高
齢
者
世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
福
祉
会
の
人
た
ち
を
対

象
と
し
た
栃
木
県
に
あ
る
「
あ
し
か
が
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
」
へ
の
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し

ま
し
た
。
総
勢
33
名
の
バ
ス
の
旅
で
す
。

　

賑
や
か
な
お
し
ゃ
べ
り
の
輪
が
広
が
り
、

車
中
は
と
て
も
和
気
あ
い
あ
い
。
入
園
後
に

記
念
写
真
を
撮
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
散
策
が
始

ま
り
ま
し
た
。
う
す
紅
色
や
紫
、
白

の
藤
棚
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
な
が
ら

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
ラ
イ
ト
を
見
て
、

「
夜
に
な
っ
た
ら
も
っ
と
幻
想
的
風

景
が
見
ら
れ
る
の
か
な
ぁ
」
と
一
人

想
い
な
が
ら
バ
ラ
園
の
方
へ
と
足
を

運
び
ま
し
た
。
あ
た
り
一
面
に
漂
う

甘
い
バ
ラ
の
香
り
に
思
わ
ず
深
呼
吸

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

花
の
香
り
を
全
身
に
受
け
て
気
分
爽
快
な

一
日
を
満
喫
し
、
予
定
の
時
間
内
に
バ
ス
は

地
元
に
到
着
。
満
足
そ
う
な
み
ん
な
の
顔
に

心
満
た
さ
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

恒
例
に
な
り
ま
し
た
道
の
駅
「
オ
ラ
イ
は

す
ぬ
ま
」
よ
り
海
岸
へ
と
向
か
う
道
路
の
４

ヶ
所
に
設
け
ら
れ
た
花
壇
の
花
植
え
が
５
月

22
日
、
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
と
福
祉
推
進
員
の

方
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
花

は
ト
レ
ニ
ア
と
な
で
し
こ
（
石
竹
）
で
す
。

き
れ
い
に
咲
き
揃
っ
た
花
々
は
８
月
６
日
に

行
わ
れ
る
１
０
０
０
㎞
マ
ラ
ソ
ン
の
ラ
ン
ナ

ー
や
夏
の
観
光
客
、
そ
し
て
海
水
浴
客
の

方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
皆
様
も
是
非
、
蓮
沼
の
地
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
蓮
沼
浜
地
区
社
協
福
祉
推
進
員　

秋
葉　

千
恵
子
）

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
、
さ
ん
ぶ
の
森
近
く
の
あ
ら
ら
ぎ

館
に
は
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
三
々
五
々
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
サ
ロ
ン
は
山
武
市
の
委
託
事
業
で
あ
る
山
武
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
つ
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
地
域
の
人
が
自
由
に
語
り
合
え

る
場
と
し
て
開
設
さ
れ
た
山
武
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
に
は

共
通
の
目
的
や
趣
味
を
持
つ
人
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
い
く
つ
か
存
在
し
ま
す
が
、
こ
の
サ
ロ
ン
の
発
起
人
で

あ
る
２
名
の
メ
ン
バ
ー
は
災
害
時
に
備
え
て
、
パ
ソ
コ
ン

で
の
情
報
発
信
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
徐
々
に
人
数
も
増
え
、
現
在
は
14
名

に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
情
報
交
換
を
し
た
り
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
地
域

活
動
を
す
る
等
、
ま

さ
に
中
高
年
の
鏡
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
サ

ロ
ン
と
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
。

「
パ
ソ
コ
ン
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
」
、
「
お

互
い
気
兼
ね
な
く
話

せ
る
」
、
「
生
活
の

一
部
」
、
「
他
で
は

得
難
い
仲
間
が
い

る
」
等
、
こ
こ
は
忙

し
さ
を
ひ
と
と
き
忘

れ
、
心
を
解
き
放
て

る
オ
ア
シ
ス
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ル

ー
ル
は
「
お
や
つ
を
持
っ
て
こ
な
い
こ
と
」
。
ご
覧
の
よ

う
に
、
毎
回
撮
っ
て
い
る
写
真
に
は
各
々
の
個
性
が
溢
れ

て
い
ま
す
。

（
成
東
地
域
広
報
委
員　

塩
野　

と
志
子
）

今日も楽しいサロンです

今日はちょっとおすまし

いつもはユニークな面々
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こんな仕事をしています!! 成東福祉作業所

　こんにちは!!成東福祉作業所です!!
　成東福祉作業所では、現在、10名の方が毎日がんばって活動し
ています。
　業者さんから請けている作業、紙バンドを使ったクラフト製品
やオリジナル缶バッチなどの工芸品を製作する作業、「ボカシ」の
製造・販売など、多種多様な作業訓練を実施しています。
　頑張っている皆さんの姿を見てみたいと思ってくださった方、
是非お気軽に作業所にお立ち寄りください。
　今年度も、市民の皆様のかわらぬ、ご支援・ご協力がいただけま
すよう、この場を借りてお願い申し上げます。

成東福祉作業所　スタッフ一同
※作業所の工芸品・商品にご興味がありましたら、下記までお問合せください。

TEL ０４７５-８２-７６３９

成東福祉作業所の【ボカシ】(発酵たい肥の素）は
下記店舗にて好評販売中です!!

●農協販売店「緑の風」 成東店・山武店・東金店
●道の駅「オライはすぬま」
●松尾にぎわい処「ききょうの里」
●社会福祉協議会　　等

紙バンド製品
様々な大きさ、種類の
カゴがあります。ご要
望にそった製作も可能
な限り行っています。

オリジナル缶バッチ
山武市マスコットキャ
ラクター「SUNムシく
ん」缶バッチ

※平成28年度より成東
作業所にて製作販売し
ています。

ボカシ
園芸や農業のアイテム
として、幅広い方に、ご
愛用頂いています。

山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

　

平
成
28
年
度
の
総
会
は
、去
る
4
月

27
日
㈬
午
後
1
時
30
分
か
ら
、成
東
文

化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、来
賓
に
市
長
、市
議
会
副
議
長
、市

社
会
福
祉
協
議
会
長
を
お
迎
え
し
て
、

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
副
会
長
出
席
の
も

と
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
内
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始

ま
り
、平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
・
平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
予
算
（
案
）に
つ
い
て
原
案
通
り
承

認
さ
れ
、役
員
改
選
は
各
支
部
よ
り
推

薦
さ
れ
た
新
理
事
が
承
認
を
受
け
ま
し

た
。

　

新
会
長
に
は
引
き
続
き
鈴
木
会
長
が

選
任
さ
れ
、新
役

員
を
代
表
し
て
鈴

木
会
長
か
ら
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

大
津
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
を
も
っ

て
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
、
会
員
増
強
を
力
説

　

こ
の
た
び
、引

き
続
き
山
武
市

ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
の

大
役
を
お
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。昨
年
度
は

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
す
べ
て
の
事
業

を
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
合
併
か
ら
10
年
経
ち
ま
し
た
が
、

当
初
５
，０
０
０
人
近
く
い
た
会
員
も

現
在
は
約
２
，８
０
０
人
と
半
数
近
く

減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
ド

ク
ラ
ブ
は
高
齢
化
社
会
・
長
寿
社
会
に

お
い
て
、地
域
交
流
の
場
と
し
て
も
と

て
も
大
切
な
存
在
で
あ
り
、改
め
て
ク

ラ
ブ
の
重
要
性
を
認
識
し
、仲
間
づ
く

り
・
楽
し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、高
齢
者
が
参
加
し
や
す

い
ス
ポ
ー
ツ『
ペ
タ
ン
ク
』の
講
習
会
を

は
じ
め
、年
間
を
通
し
て
、た
く
さ
ん
の

行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
友
人
等
誘
い
あ
っ
て
1
人
で
も

多
く
の
方
に
加
入
い
た
だ
き
、ク
ラ
ブ

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



平成28年度  第1回
「福祉のしごと就職フェア・ｉｎちば」

ご案内

　千葉県福祉人材センターでは、社会福祉施設・
事業所等へ就職を希望する方を対象に、「福祉のし
ごと就職フェア・ｉｎちば」を下記のとおり開催します。
　内容は、求人のある社会福祉施設・事業所の採
用担当者との個別面談や福祉現場に関する相談
等を行い、福祉・介護人材の確保と就労をサポート
します。

記
１ 開催日時：
平成２８年７月１７日（日） 午後１時～午後４時
２ 会場：
幕張メッセ国際会議場 コンベンションホール他
千葉市美浜区中瀬２－１（ＪＲ京葉線海浜幕張駅から徒歩５分）
３ 参加方法：
開催日当日、直接会場へお越しください。
参加費無料、履歴書不要、入退場自由
４ 問合せ先：
千葉県社会福祉協議会 千葉県福祉人材センター
TEL：０４３－２２２－１２９４ 
ＨＰ：http://www.chibakenshakyo.net/

第11回  健康福祉まつり

スタッフ募集スタッフ募集
　今年も健康福祉まつりを開催します。
　みんなで福祉について考え、誰もが楽しみ
ながら参加できるイベントにするためスタッフ
を募集します。スタッフみんなで話し合い、開
催に向けてそれぞれ準備をすすめていきま
す。関心のある方は、社会福祉協議会までご連
絡ください。スタッフは随時募集しています！

ステージ運営班
ステージでの企画など

会場運営班
会場内の企画など

期日　10月16日（日）
会場　松尾交流センター

ジ運営班 会場運

総 務 班
イベントの広報など

こんにちは、山武市赤十字奉仕団です！
私たちは、「人間のいのちと健康・尊厳を守る」赤十字精神のもと、住みよい社会と災害
に強い地域の構築に貢献することを目的に活動しているボランティア団体です。

一緒に活動してくれる団員を常時募
集中です。関心のある方は、ぜひ下記
事務局までお問い合わせください。ご
連絡お待ちしています！

山武市赤十字奉仕団事務局 【山武市社会福祉協議会内】　☎0475-82-7102

◀

いざという時のために、知識・技術の習得に努
めています。 【6月5日に開催した成東中央公民
館赤十字救急法講座の様子】

◀

【5月30日に開催した総会の様子】議事終了
後、市職員から「近年の災害と避難所の運営につ
いて」ご講義いただきました。

活動内容
●少子高齢社会に対応した地域老人福祉活動や

児童健全育成活動
●非常災害に対する防災活動や救助活動
●赤十字思想の普及、法人社資募集活動 など
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～平成28年4月1日から平成28年6月9日
までの受付分～（順不同・敬称略）

◆お金のご寄附（含む１円玉募金）◆
會田トシエ …………………………………… 55,000円
料理サークル賞味会 ………………………… 94,052円
三者合同山武芸能発表祭歌曜会 …………… 30,000円
匿名……………………………………………… 6,000円
◆物品のご寄附◆
農業法人 さんぶ野菜ネットワーク 野菜約100kgほか食品×3回
東京電力常傭労働組合成田支部東金班 … タオル40本
㈱ツルハホールディングス ……………………車椅子3台
匿名………………………………………… 鉛筆４ダース
匿名………………………………………… タオル７０本
匿名……………………………………………… 米２俵
◆自動販売機募金◆
サントリービバレッジサービス㈱ ……………………882円

（さんぶの森公園に設置されている自動販売機の販売本数1本あたり
につき2円寄附されます）

（社会福祉協議会へのご寄附）

　　 「暖かい」があっという間
に「暑い」へ変わった今年

も、本格的な夏を迎えようとしています。季節の移り変わ
りとは早いものですが、平成２８年度もすでに４分の１が
終わりました。
　九州地方の震災から３ヶ月が経過しようとしています。
連日の報道からも被災地が非常に深刻な被害を受けて

いることがわかりますが、被災者の方々の苦しみは私た
ちが想像している以上のものなのでしょう。
　被災地社協の職員の方々が日々対応に追われていると
いう話を聴いていると、私たちもいつ同じ状況に直面す
るかわからないものだと考えさせられます。「その時」が
訪れてしまった際に迅速で正確な対応ができるよう、日
頃より準備を積み重ねていきたいと思います。（事務局）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

弁護士相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

７月 5日 12日 19日 26日
８月 2日 9日 16日 23日
９月 6日 13日 20日 27日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

７月 6日 13日 20日 27日
８月 3日 10日 17日 24日
９月 7日 14日 21日 28日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所
成東会場 : 成東老人福祉センター　　松尾会場 : 松尾 IT 保健福祉センター
山武会場 : 山武福祉センター　　　　蓮沼会場 : 蓮沼保健センター

山武市社会福祉協議会　☎ 0475（82）7102

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475（82）7102　FAX ： 0475（82）7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp （住民基本台帳法一部改正により、外国人住民も含んだ人数へと変更になりました。）

人
口
動
向

市の人口
男
女

53,737人
26,890人
26,847人

男
女

16,680人
7,509人
9,171人

65歳以上

平成28年6月1日現在

高齢化率

（前回より0.4％増）
31.0％

役 員 紹 介
新しく役員となられた方をご紹介いたします。
本協議会運営の一層の充実を図るためお力添えをお
願いいたします。（任期：平成 30 年３月27日まで）

《就任》
 理　事　小川　一馬 氏（自治会代表）
 理　事　綿貫　映子 氏（行政機関代表）
 評議員　今関　正典 氏  （保健、医療、教育等の関係機関団体）

　退任されました皆様には、本協議会の発展のため
多大なるご尽力をいただき厚くお礼申し上げます。今
後とも社会福祉活動の推進に一層のご理解とご協力
を賜りますようお願いいたします。
《退任》
 下田德次郎　氏（理　事）
 齊藤　忠志　氏（理　事）
 綿貫　映子　氏（評議員）


